
調査対象 県内公立中学校長 ６４名 （中学校１８７校中、６４校を抽出して調査）

県内公立高等学校長 ７３名 （全ての高等学校長に対し調査）

調査期間 平成２２年５月～６月(中学校長）

平成２０年３月(高等学校長）

Ⅰ　一般入学者選抜について

　　（１）　学力検査
現行： ５教科（国語、数学、社会、英語、理科）とし、各教科５０分で実施。全高等学校が共通問題で実施している。

人 ％ 人 ％

ア 現行どおりでよい。 56 87.6 56 76.7 81.7

イ 各校の実態に応じて、複数の問題の中から選択できるようにした方がよい。 4 6.2 5 6.8 6.6

ウ 学校の希望により、学校独自問題を出題できるようにした方がよい。 4 6.2 3 4.1 5.1

エ その他 0 0 9 12.3 6.6

合計 64 　 73 　 　

※　エ「その他」の内容

　　（２）　面接
現行： 受検者全員に実施し、点数化している。個人面接又は集団面接とし、入試要項に明示している。

人 ％ 人 ％

ア 現行どおりでよい。 48 75 51 69.9 72.3

イ 面接はするが、点数化はしない方がよい。 11 17.2 10 13.7 15.3

ウ 面接をする必要はない。 0 0 1 1.4 0.7

エ その他 5 7.8 11 15.1 11.7

合計 64 　 73 　 　

※　エ「その他」の内容
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　　（３）　調査書の換算点
現行： 調査書は、２、３年の学習の記録について、学力検査を実施しない教科の比率を高くして換算している。

人 ％ 人 ％

ア 現行どおりでよい。 53 82.9 59 80.8 81.9

イ 調査書の換算点を変えた方がよい。 2 3.1 3 4.1 3.6

ウ 調査書の換算点は、学校裁量とした方がよい。 7 10.9 8 11.0 10.9

エ その他 2 3.1 3 4.1 3.6

合計 64 　 73 　 　

※　イの場合「換算点」の具体例
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　 ※　エ「その他」の内容
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　　（４）　選考方法
現行：  ＡＢＣ選考とし、各選考割合については、各高等学校長が７通りの中から選択・決定することとしている。

【Ａ選考】５０～８０％【Ｂ選考】１０～４０％【Ｃ選考】１０～２０％

人 ％ 人 ％

ア 現行どおりでよい。 48 74.9 28 38.4 55.6

イ ＡＢＣ選考の選考割合を変更した方がよい。 1 1.6 0 0.0 0.7

ウ ＡＢＣ選考の中で、選考の割合を学校裁量とした方がよい。（０％も可とする。） 11 17.2 34 46.6 32.8

エ その他 4 6.3 11 15.1 10.9

合計 64 　 73 　 　

　 ※　エ「その他」の内容

Ⅱ　定時制課程の入試制度について
現行： 杜陵高校は、前期日程・後期日程とし、それぞれに定員を決めて募集している。

他校は、全日制と同様の入試制度としている。

　 －８－
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きるようにする。
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県立高等学校の入学者選抜に関する調査集計（中学校長･高等学校長）

＜一般入学者選抜、定時制入試＞

調査対象 県内公立中学校長 ６４名 （中学校１８７校中、６４校を抽出して調査）

県内公立高等学校長 ７３名 （全ての高等学校長に対し調査）

調査期間 平成２２年５月～６月(中学校長）

平成２０年３月(高等学校長）

Ⅰ　一般入学者選抜について

　　（１）　学力検査 高等学校長中学校長
％ ％

ア 現行どおりでよい。 81.7 76.7 87.6
イ 各校の実態に応じて、複数の問題の中から選択できるようにした方がよい。 6.6 6.8 6.2
ウ 学校の希望により、学校独自問題を出題できるようにした方がよい。 5.1 4.1 6.2
エ その他 6.6 12.3 0
合計 100 100 100

　　　　※　エ「その他」の内容
高等学校 傾斜配点を

高等学校 各学校で指定する教科により実施。

　　（２）　面接 高等学校長中学校長
％ ％

ア 現行どおりでよい。 72.3 69.9 75
イ 面接はするが、点数化はしない方がよい。 15.3 13.7 17.2
ウ 面接をする必要はない。 0.7 1.4 0
エ その他 11.7 15.1 7.8
合計 100 100 100

　　　　※　エ「その他」の内容
中学校 面接の点数

高等学校 面接実施は

　　（３）　調査書の換算点 全体（％）高等学校長中学校長
％ ％

ア 現行どおりでよい。 81.9 80.8 82.9
イ 調査書の換算点を変えた方がよい。 3.6 4.1 3.1
ウ 調査書の換算点は、学校裁量とした方がよい。 10.9 11.0 10.9
エ その他 3.6 4.1 3.1
合計 100 100 100

　　　　※　イの場合「換算点」の具体例
中学校 ５教科以外

高等学校 全教科の換

　　　　※　エ「その他」の内容
中学校､高等学校１年から３

　　（４）　選考方法 全体（％）高等学校長中学校長
％ ％

ア 現行どおりでよい。 55.6 38.4 74.9
イ ＡＢＣ選考の選考割合を変更した方がよい。 0.7 0.0 1.6
ウ ＡＢＣ選考の中で、選考の割合を学校裁量とした方がよい。（０％も可とする。） 32.8 46.6 17.2
エ その他 10.9 15.1 6.3
合計 100 100 100

　　　　※　エ「その他」の内容
中学校 入試制度全
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